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研究要旨 

岡山県におけるてんかんの地域診療連携の状況を調査研究するにあたり、てんかん

診療拠点機関の岡山大学病院における調査を承認されている小児神経科の診療状況

を集計した。2017～2018年度の間に同科を受診した初診患者は合計 154人であり、

難治例と思しい症例が多かった。 

Ａ.研究目的  

岡山県におけるてんかんの地域診療連携

の状況を調査研究するにあたり、てんかん診

療拠点機関の岡山大学病院において調査を

承認されている手段に拠る必要があったた

め、同院小児神経科の診療状況を集計した。

この集計データは今後の岡山県全体でのて

んかんの診療連携状況調査の足掛かりにな

ると考える。 

 

Ｂ.研究方法 

現時点の岡山大学病院の患者情報の集計

に関し、倫理審査で調査を承認されている範

囲の 2017～2018 年度での小児神経科の診

療状況から、この間に同科を初診で受診した

てんかん及びてんかんと鑑別が必要な疾患

の患者の集計を行った。岡山大学病院の中で

小児神経科はてんかん診療の中核を伝統的

に成しているため、本県のてんかん診療の一

側面を表すと考える。  

(倫理面への配慮) 

本研究は診療情報の収集のみに拠ってお

り患者への侵襲を伴わないため、生命倫理

や安全面での問題は該当しない。研究では

個人情報が明らかになることはない。本研

究報告の内容を含む計画は既に岡山大学倫

理委員会において承認 (研 1911-024)され

ている。同意取得はオプトアウトに拠って

いる。 

 

Ｃ.研究結果 

岡山大学病院小児神経科の診療状況で

2017～2018 年度の間の初診患者の集計結

果を表 1 に示す。 

同科の総新患数は 2017 年度は 86 人、

2018 年度は 68 人であり、計 154 人の中、

男性 83 人 (53.9%)、女性 71 人 (46.1%)、年

齢群別では乳児期 28 人 (18.2%)、1 歳～5

歳未満 37 人 (24.0%)、5 歳～10 歳未満 32

人  (20.8%)、 10 歳～ 18 歳未満  51 人 

(33.1%)、18 歳以上 6 人 (3.9%)、居住地は

岡山県内が 75 人 (48.7%)、岡山県外は 79

人 (51.3%)、受診理由は診断目的が 41 人 

(26.6%)、治療方針のコンサルテーションが 



62 

 

64 人 (41.6%)、外科治療目的が 5 人 (3.2%)、

転院が  36 人  (23.4%)、その他が  10 人 

(6.5%)であった。総じて難治例が集まってい

ることが伺える。 

 

表 1. 2017～2018 年度に岡山大学病院小児神経

科を受診したてんかんの初診外来患者の集計  

項目  2017

年度 

2018

年度 

計 

総新患数  86 68 154 

 性別 男性 44 39 83 

 女性 42 29 71 

年齢群 乳児期 12 16 28 

 1～5 歳未満 16 21 37 

 5～10 歳未満 21 11 32 

 10～18歳未満 33 18 51 

 18 歳以上 4 2 6 

 住所 岡山県内 45 30 75 

 岡山県外 41 38 79 

受診理由 診断 34 7 41 

 治療方針 43 21 64 

 外科適応 3 2 5 

  転院 6 30 36 

 その他 0 10 10 

病因* 特発性 15 17 32 

 潜因性 18 11 29 

 症候性 27 30 57 

 てんかん以外 26 10 36 

てんかん

病型 

焦点 40 24 64 

 全般 14 23 37 

 全般焦点合併 5 9 14 

 病型不明 1 2 3 

*旧分類による 

Ｄ.考察 

今年度の集計研究により診療状況に関す

る一定の情報は得られたと考える。今後の課

題は、岡山大学病院における脳神経外科、脳

神経内科、精神科領域の情報も併せ、再来患

者の情報も網羅し、より詳細な患者診療状況

を把握することである。 

 

Ｅ.結論 

岡山大学病院は岡山県のてんかん診療

の中心的存在であることを確認できた。小児

神経科はその中でも主要部分を占めるが、今

後の更なる集計分析が必要である。 

 

Ｆ.健康危険情報 

該当なし。 
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Ｈ.知的財産権の出願・登録状況 

 （予定を含む。） 

1.特許取得 

該当なし。 

2.実用新案登録 

該当なし。              

 


